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皆さんは普段「考える」ということについて考えることはあり
ますか？
「人間は考える葦である」という言葉もあるように、我々は
「考える」ことが出来るという武器を持っています。「考え
る」ことは生きるために必要不可欠な行為であるとも言えるで
しょう。しかしその武器を最大限活かすためにはどうしたらい
いのか、ということについては考えたことがないという方もい
らっしゃるのではないでしょうか。私もその一人でした。そん
な私がある時、“東大・京大で１番読まれた本”というフレー
ズに魅かれて手に取ったこの本。この有名なフレーズを聞いた
ことがある方もいらっしゃると思います。刊行から35年経っ
た今でも、多くの人に読まれているロングセラーです。
友達と話している時、読書をしている時、授業を受けている時、
レポートを書いている時、皆さんは様々な場面で考えているは
ずです。そんな時どうすれば「考える」という武器を最大限生
かすことができるのか、延いてはどうすれば生きることを楽し
むことができるのか、この本にはそのヒントがたくさん詰まっ
ています。
「思考の整理とは、いかにうまく忘れるか、である」
この言葉もそのヒントのひとつです。一見すると、ん？と思う
ような言葉ですが、この本を読めばその意味が分かります。０
から１を生み出すのが苦手、文章を書く時どこから手をつけて
いいか分からない、よく頭の中がごちゃごちゃしてしまう、そ
んな悩みを抱えている人に読んで欲しい一冊です。

生田分館：X/080/C44/Toy701544488


